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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月5日(2012.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部に表示された、情報を入力するための要素について、該要素による情報の入力が
可能な状態であるフォーカス状態へと遷移させる制御を行う情報処理装置であって、
　情報を入力するための複数の要素について、該要素により入力される情報に基づいてフ
ォーカスの順序を決定する決定手段と、
　決定された順序に応じて前記複数の要素を順次フォーカス状態とするフォーカス手段と
、
　を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記決定手段は更に、前記複数の要素の属性情報及び前記表示部の表示画面における前
記複数の要素の配置情報に応じて前記順序を決定する
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記決定手段はさらに、前記表示部に表示された表示内容情報に応じて前記順序を決定
することを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記決定手段は、前記複数の要素を特定の基準点からの距離が近い前記要素ほど順序を
早めることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記決定手段は、前記基準点を前記複数の要素に基づいて決定する
　ことを特徴とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記決定手段は、前記複数の要素のうち少なくとも１つの要素を含む特定の表示領域の
内部にある要素か外部にある要素かに応じて前記順序を決定することを特徴とする請求項
１乃至５のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記決定手段は、前記特定の表示領域内に表示される要素について、前記特定の表示領
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域に関連付けられた情報に基づいて順位を決定する
　ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記フォーカス手段は操作部の特定のボタンが押されたことに応じてフォーカス状態に
ある第一の要素のフォーカス状態を解除し、前記順序と前記第一の要素とに基づく第二の
要素をフォーカス状態とする
　ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記フォーカス手段は、前記第二の要素をフォーカス状態にある際に前記特定のボタン
が押されることに応じて、前記第二の要素のフォーカス状態を解除し、前記順序と前記第
二の要素とに基づく第三の要素をフォーカス状態とする
　ことを特徴とする請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記要素は、入力項目、ボタンまたはサブウィンドウの少なくとも１つもしくはこれら
の組み合わせを含む
　ことを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記表示部の表示画面内のサブウィンドウを複数の領域に分割し、前記分割された各領
域に含まれる前記要素の数を計数する計数手段を更に有し、
　前記決定手段は、前記計数の結果に応じて前記順序を決定する
　ことを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記表示部の表示画面における前記複数の要素の配置を変更する変更手段を更に有する
ことを特徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記変更手段は、ユーザの所属情報または用途情報の少なくともいずれかに応じて前記
複数の要素の配置を変更することを特徴とする請求項１２に記載の情報処理装置。
【請求項１４】
　前記決定手段は、前記配値の変更に応じて前記順序を決定することを特徴とする請求項
１２に記載の情報処理装置。
【請求項１５】
　放射線を検出して放射線画像を得る放射線検出器との間で撮影に関する情報を送受信す
る通信手段を更に有することを特徴とする請求項１乃至１４のいずれか１項に記載の情報
処理装置。
【請求項１６】
　被写体情報、撮影部位情報、撮影条件情報及び画像処理パラメータ情報の少なくともい
ずれかを入力するための前記要素を表示部の表示画面に表示させる表示制御手段を更に有
することを特徴とする請求項１５に記載の情報処理装置。
【請求項１７】
　情報を入力するための複数の要素を表示部に表示させる表示制御手段と、
　前記複数の要素について、該要素により入力される情報に基づいてフォーカスの順序を
決定する決定手段と、
　特定の入力を検出する検出手段と、
　前記特定の入力に応じて、前記要素の１つについて、入力される情報を前記要素に関連
付けることが可能な状態であるフォーカス状態へと遷移させる制御を行う制御手段を有し
、
　前記制御手段は、前記特定の入力に応じて、前記決定された順序に応じて前記複数の要
素を順次フォーカス状態とする制御を行う
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項１８】
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　表示部に表示された、情報を入力するための要素について、該要素による情報の入力が
可能な状態であるフォーカス状態へと遷移させる制御を行う情報処理装置であって、
　情報を入力するための複数の要素について、該要素により入力される情報に基づいてフ
ォーカスの順序を決定するステップと、
　決定された順序に応じて前記複数の要素を順次フォーカス状態とするステップと、
　を有することを特徴とする情報処理方法。
【請求項１９】
　情報を入力するための複数の要素について、該要素により入力される情報に基づいてフ
ォーカスの順序を決定する決定ステップと、
　前記複数の要素を表示部に表示させる表示制御ステップと、
　特定の入力を検出する検出ステップと、
　前記特定の入力に応じて、前記要素の１つについて、入力される情報を前記要素に関連
付けることが可能な状態であるフォーカス状態へと遷移させる制御を行う制御ステップと
を有し、
　前記制御ステップでは、前記特定の入力に応じて、前記決定された順序に応じて前記複
数の要素を順次フォーカス状態とする制御を行う
　ことを特徴とする情報処理方法。
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